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定
家
監
督
書
写
の
源
氏
物
語

  
                   

日
本
文
学
／
准
教
授　

 

岸
本
理
恵

　
　
　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

藤
原
定
家
が
書
写
に
関
わ
っ
た
『
源
氏
物
語
』
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
の

か
。
こ
の
こ
と
は
大
島
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
再
検
討
が
加
え
ら
れ
、
「
青
表
紙
本
」

と
い
う
呼
称
を
考
え
直
す
動
き
の
中
で
ま
す
ま
す
悩
ま
し
い
問
題
と
な
っ
て
い
る（

１
）

。
定
家
の

関
わ
っ
た
『
源
氏
物
語
』
の
写
本
で
現
存
す
る
も
の
は
、
「
花
散
里
」
、
「
柏
木
」
、
「
早

蕨
」
、
「
行
幸
」
の
四
帖
（
以
下
に
「
四
半
本
」
と
す
る
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
定
家
自
筆

本
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
詳
し
く
は
後
に
述
べ
る
が
、
「
柏
木
」
な
ど
は
冒
頭
に

定
家
筆
の
部
分
が
あ
る
が
続
き
は
別
筆
で
い
わ
ゆ
る
定
家
監
督
書
写
本
で
あ
る
。
他
に
、
定

家
自
筆
本
『
奥
入
』
に
切
り
残
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
各
巻
末
の
本
文
も
、
ご
く
わ
ず
か

な
が
ら
定
家
の
関
わ
っ
た
『
源
氏
物
語
』
本
文
と
し
て
現
存
す
る
。
厳
密
に
は
定
家
筆
で
は

な
い
が
、
定
家
に
よ
る
本
文
校
訂
の
筆
が
多
く
残
る
こ
と
、
続
く
奥
入
が
定
家
自
筆
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
本
来
あ
っ
た
『
源
氏
物
語
』
本
文
も
書
写
に
定
家
が
関
わ
っ
た
も
の
と

し
て
認
め
ら
れ
る
（
以
下
に
こ
の
『
源
氏
物
語
』
を
「
六
半
本
」
と
す
る
）
。

　

定
家
の
『
源
氏
物
語
』
書
写
に
つ
い
て
は
、
『
明
月
記
』
元
仁
二
年
（
一
二
二
五
）
二
月

一
六
日
条（
２
）

に
、

　
　

自
去
年
十
一
月
、
以
家
中
小
女
等
令
書
源
氏
物
語
五
十
四
帖
、
昨
日
表
紙
訖
今
日
書
外
題

と
あ
り
、
「
家
中
の
小
女
等
」
を
動
員
し
て
書
写
さ
せ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

「
柏
木
」
を
始
め
と
す
る
四
半
本
も
側
近
を
用
い
た
書
写
で
あ
り
、
『
奥
入
』
に
残
存
す
る

六
半
本
も
側
近
の
筆
に
定
家
が
校
訂
を
加
え
て
い
て
、
と
も
に
『
明
月
記
』
の
記
述
に
合
致

す
る
。
四
半
本
と
六
半
本
の
い
ず
れ
が
『
明
月
記
』
に
見
る
元
仁
二
年
の
写
本
で
あ
る
の

か
、
い
ず
れ
が
先
で
い
ず
れ
が
後
の
書
写
な
の
か
、
二
つ
の
本
文
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ

る
の
か
。
こ
の
二
種
の
『
源
氏
物
語
』
の
間
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
議
論
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
二
種
の
写
本
が
と
も
に
定
家
の
監
督

書
写
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
四
半
本
と
六
半
本
の
抱
え
る
諸
問
題
は
一
端
置
い
て
、
定
家
監
督
書
写
本
と
し

て
こ
の
写
本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
現
在
確
認
で
き
る
多
く

の
写
本
と
の
比
較
を
し
て
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
悩
ま
し
い
問
題
を
解
決
す
る
糸
口
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　

二
、
四
半
本
源
氏
物
語

　

現
存
す
る
四
半
本
の
う
ち
、
前
田
家
尊
経
閣
文
庫
蔵
に
な
る
「
花
散
里
」
「
柏
木
」
に
は

複
製
本
が
あ（
３
）る

。
そ
の
解
題
に
よ
る
と
、
大
き
さ
は
「
花
散
里
」
が
縦
二
三
・
七
セ
ン
チ
、

横
一
五
・
三
セ
ン
チ
、
「
柏
木
」
は
縦
二
三
・
七
セ
ン
チ
、
横
一
五
・
一
セ
ン
チ
。
各
々
綴

葉
装
一
帖
。
本
文
の
筆
跡
は
、
「
柏
木
」
で
は
冒
頭
を
定
家
で
後
を
側
近
が
書
き
継
い
で
い
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る
。
巻
末
の
奥
入
は
四
半
本
と
六
半
本
の
先
後
関
係
の
問
題
と
絡
ん
で
様
々
論
じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
定
家
と
思
し
い
筆
、
少
な
く
と
も
本
文
の
側
近
筆
と
は
異
な
る
。
ま
た
、

本
文
の
所
々
に
は
や
は
り
定
家
筆
と
見
ら
れ
る
貼
り
紙
が
あ
る
。
「
花
散
里
」
は
全
丁
側
近

筆
で
、
一
見
し
て
定
家
と
判
断
で
き
る
よ
う
な
書
き
入
れ
や
奥
入
は
な
い
が
、
「
柏
木
」
同

様
に
貼
り
紙
が
あ
る
。
冒
頭
を
定
家
、
続
き
を
側
近
が
書
き
継
ぎ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
全
丁

を
側
近
に
書
か
せ
て
後
か
ら
定
家
が
奥
書
や
勘
物
を
加
え
た
り
、
本
文
に
訂
正
を
加
え
た
り

す
る
の
は
、
ま
さ
に
現
存
す
る
定
家
監
督
書
写
本
私
家
集
に
み
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。
安
藤

積
産
合
資
会
社
蔵
「
早
蕨
」
に
つ
い
て
は
複
製
本
等
な
い
が
、
徳
川
美
術
館
特
別
展
図
録
に

見
開
き
二
頁
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（
４
）

。
そ
の
解
説
に
よ
る
と
、
大
き
さ
は
縦
二
二
・
〇
セ

ン
チ
、
横
一
四
・
一
セ
ン
チ
で
、
「
花
散
里
」
「
柏
木
」
と
ほ
ぼ
同
じ
。
こ
の
三
つ
の
巻
か

ら
特
徴
的
な
字
を
【
表
１
】
に
ま
と
め
た
。

【
表
1
】

　

「
た
」
は
字
母
「
堂
」
の
形
に
比
較
的
近
い
、
左
右
の
幅
を
ゆ
っ
た
り
と
取
っ
た
の
が
特

徴
。
「
な
」
は
「
る
」
に
見
紛
う
よ
う
な
、
や
や
太
め
の
様
子
。
「
人
」
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
て
、
一
画
目
か
ら
二
画
目
へ
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
き
か
す
れ
る
こ
と
な
く
は
っ
き
り

し
た
線
で
つ
な
げ
て
い
る
。
三
つ
の
巻
の
側
近
筆
は
い
ず
れ
も
こ
の
特
徴
を
共
有
し
て
お

り
、
同
筆
と
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
（
こ
れ
を
「
Ｃ
筆
」
と
す
る（
５
）

）
。

　

こ
の
Ｃ
筆
は
定
家
監
督
書
写
本
私
家
集
に
見
る
側
近
筆
の
中
で
も
特
に
定
家
の
特
徴
を
よ

く
捉
え
た
筆
で
、
現
存
す
る
写
本
に
お
い
て
最
も
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
筆
資
料

は
、
『
秋
篠
月
清
集
』
（
天
理
大
学
附
属
図
書
館
）
、
『
伊
勢
集
』
（
同
）
、
『
金
槐
和
歌

集
』
、
『
有
房
中
将
集
（
定
家
本
）
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
）
の
側
近
の
う
ち
第
一
筆
、

『
伊
勢
大
輔
集
』
（
同
）
の
側
近
の
う
ち
第
一
筆
、
『
恵
慶
集
』
（
同
）
、
『
仲
文
集
』

（
同
）
、
『
千
穎
集
』
（
穂
久
邇
文
庫
）
、
『
檜
垣
嫗
集
』
（
同
）
、
『
是
則
集
』
（
大
阪

青
山
歴
史
文
学
博
物
館
）
、
『
興
風
集
』
（
同
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
『
有
房
中
将

集
』
『
金
槐
和
歌
集
』
か
ら
字
を
集
め
た
も
の
が
【
表
２
】
で
あ
る
。

な
お
、
残
る
「
行
幸
」
は
鮮
明
な
図
版
を
入
手
し
得
な
い
で
い
る
が
、
『
源
氏
物
語
大
成
』

の
図
版
に
載
る
一
頁
を
見
る
限
り
定
家
筆
で
も
Ｃ
筆
で
も
な
い
別
の
側
近
筆
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
四
半
本
は
少
な
く
と
も
現
存
す
る
「
花
散
里
」
「
柏
木
」
、
そ
し
て

お
そ
ら
く
「
早
蕨
」
も
、
書
写
の
方
法
が
定
家
監
督
書
写
本
私
家
集
と
同
じ
で
定
家
監
督
下

に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
書
写
に
関
わ
っ
た
人
物
も
、
多
く
の
私
家
集
と

同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

【
表
2
】

　
　
　
　
　

三
、
六
半
本
源
氏
物
語

　

定
家
が
書
写
に
関
与
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
う
ち
も
う
一
方
の
六
半
本
は
、
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
自
筆
本
『
奥
入
』
（
大
橋
家
）
が
『
源
氏
物
語
』
の
各
巻
の
末
に
あ
っ
た
奥
入

の
み
を
切
り
離
す
際
に
、
奥
入
の
書
か
れ
た
面
の
裏
側
に
本
文
末
部
分
が
偶
然
に
も
切
り
離

さ
れ
ず
に
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
奥
入
』
と
し
て
は
不
要
な
部
分
で
あ
り
、
全
て
に
削
除

記
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
が
残
ら
な
か
っ
た
巻
も
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あ
る
し
、
残
っ
て
い
る
場
合
で
も
巻
末
の
わ
ず
か
数
行
と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

自
筆
本
『
奥
入
』
の
書
誌
は
、
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
』
解
説
に
よ
る（
６
）

と
、
大
き

さ
は
縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
四
セ
ン
チ
。
『
源
氏
物
語
』
の
各
帖
か
ら
切
り
取
る

際
、
も
と
の
本
の
綴
じ
目
を
保
存
す
る
た
め
も
と
の
本
の
側
に
や
や
紙
を
残
し
て
切
り
取

り
、
そ
の
結
果
『
奥
入
』
と
し
て
失
っ
た
部
分
に
は
紙
を
継
い
で
補
筆
し
一
帖
に
綴
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
本
来
の
『
源
氏
物
語
』
と
は
や
や
横
の
大
き
さ
が
異
な
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
大
き
さ
の
『
源
氏
物
語
』
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
一
四
の
巻
の

『
源
氏
物
語
』
本
文
部
分
が
残
存
し
、
全
て
側
近
筆
で
、
そ
の
側
近
の
筆
は
複
数
あ
る
。
切

り
残
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
情
ゆ
え
残
存
す
る
本
文
は
わ
ず
か
数
行
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
こ
に
は
定
家
に
よ
る
訂
正
の
筆
が
数
多
く
見
え
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
六
半
本
も
や
は

り
定
家
の
監
督
書
写
本
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
六
半
本
の
本
文
の
筆
を
定
家
監

督
書
写
本
私
家
集
に
見
え
る
筆
に
照
ら
し
て
み
る
に
、
同
筆
と　

認
定
で
き
る
も
の
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
『
奥
入
』
四
〇
丁
表
は
「
松
風
」
の
巻
末
部
分
で
、
こ
れ
が
Ｃ
筆
で
あ
る

（
【
表
３
】
）
。
こ
の
筆
は
先
に
四
半
本
で
見
た
も
の
と
同
じ
で
、
定
家
の
書
写
を
よ
く
支

え
た
人
物
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
六
半
本
も
四
半
本
と
同
じ
く
定
家
監
督
書
写
に

よ
る
も
の
で
、
私
家
集
と
同
様
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　
　

 

【
表
3
】

 

　

さ
ら
に
、
『
源
氏
物
語
』
松
風
巻
の
本
文
に
続
く
奥
入
部
分
に
つ
い
て
そ
の
筆
跡
に
注
目

し
た
い
。
奥
入
部
分
の
ほ
と
ん
ど
が
定
家
自
筆
に
よ
る
中
で
、
一
部
に
自
筆
で
な
い
部
分
の

あ
る
こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
【
図
Ａ
】
の
松
風
巻
の
奥
入
冒
頭
部
分
（
四
〇

丁
裏
）
の
三
行
「
み
な
れ
木
の
み
な
れ
そ
な
れ
て
／
あ
り
は
て
ぬ
い
の
ち
ま
つ
ま
の
ほ
と
は

か
り
／
う
き
こ
と
し
け
く
お
も
は
す
も
か
な
」
は
定
家
で
は
な
く
側
近
の
も
の
で
、
こ
れ
が

Ｃ
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
続
く
「
夜
光
玉 

書
奥
」
と
数
行
分
の
空
白
を
挟
ん
だ
最
終
行
「
富
貴

不
帰
故
郷･･･

」
の
二
行
は
定
家
、
し
か
し
、
続
く
四
一
丁
表
か
ら
四
一
丁
裏
に
か
け
て
の
和

歌
七
首
半
は
や
は
り
Ｃ
筆
、
四
一
丁
最
終
行
「
夜
光
玉
」
か
ら
四
三
丁
表
に
か
け
て
の
漢
籍

の
引
用
は
再
び
定
家
と
な
る
。

 
 
 

【
図
Ａ
】
奥
入　

四
〇
丁
裏
～
四
二
丁
表
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私
家
集
に
お
い
て
も
側
近
の
筆
部
分

の
中
に
定
家
の
筆
が
一
部
に
見
え
る

こ
と
が
あ
り
、
特
に
こ
の
Ｃ
筆
の
書

写
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例

え
ば
、
『
秋
篠
月
清
集
』
で
は
、
【
図

Ｂ
】
の
よ
う
に
歌
は
Ｃ
筆
で
題
の
部
分

（
【
図
Ｂ
】
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
箇

所
）
は
定
家
。
歌
題
の
他
に
も
部
立
や

人
名
な
ど
漢
字
の
部
分
に
定
家
の
筆
と

な
る
箇
所
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
『
奥
入
』
に
お
い
て
は
松
風
巻
の

本
文
部
分
だ
け
で
な
く
奥
入
部
分
に
お

い
て
も
、
本
文
と
同
様
に
定
家
監
督
書

写
本
私
家
集
に
関
わ
っ
た
Ｃ
筆
が
見
え
て
い
て
、
私
家
集
と
同
様
の
書
写
を
行
っ
て
お
り
、

定
家
と
の
分
担
の
関
係
に
も
私
家
集
と
同
じ
よ
う
に
行
っ
て
い
た
様
子
が
見
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

他
の
巻
に
つ
い
て
も
奥
入
部
分
に
側
近
筆
が
認
め
ら
れ
る
。
三
七
丁
表
「
澪
標
」
の
奥
入

は
、
和
歌
二
首
と
一
節
か
ら
な
る
五
行
分
が
や
は
り
Ｃ
筆
で
あ
る
（
【
表
３
】
左
側
）
。
他

に
も
「
葵
」
の
奥
入
に
あ
た
る
二
四
丁
表
か
ら
二
五
丁
表
は
、
和
歌
一
四
首
分
三
一
行
に
渡

り
、
Ｃ
筆
と
は
異
な
る
側
近
の
筆
で
あ
る
（
こ
れ
を
Ｆ
筆
と
す
る
）
。
Ｆ
筆
も
Ｃ
筆
と
同

様
に
定
家
監
督
私
家
集
に
そ
の
筆
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
『
斎
宮
女
御
集
』
（
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
）
・
『
賀
茂
女
集
』
（
同
）
・
『
摂
津
集
』
（
同
）
・
『
讃
岐
入
道
集
』
（
野

村
美
術
館
）
・
『
恵
慶
集
』
（
前
田
家
尊
経
閣
文
庫
）
・
『
海
人
手
子
良
集
』
（
前
田
家
旧

蔵
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
様
子
を
【
表
４
】
に
示
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、
例
え
ば
「
の

（
乃
）
」
は
、
一
画
目
の
縦
線
が
強
く
引
っ
か
か
り
を
も
っ
て
入
る
の
に
対
し
、
二
画
目
の

横
画
は
細
く
な
め
ら
か
に
入
る
。
「
人
」
は
細
い
線
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
伸
び
や
か
で
、
隣

の
行
に
ま
で
は
み
出
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

　

「
澪
標
」
「
葵
」
と
も
に
『
源
氏
物
語
』
本
文
部
分
は
残
存
し
て
い
な
い
。
こ
の
二
巻
の

【
図
Ｂ
】
秋
篠
月
清
集　

八
四
丁
表

【
表
4
】

本
文
部
分
を
考
え
て
み
る
に
、
残
存
す
る
一
四
の
巻
は
す
べ
て
側
近
筆
で
あ
る
こ
と
、
「
松

風
」
で
は
『
源
氏
物
語
』
本
文
部
分
と
続
く
奥
入
が
と
も
に
Ｃ
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

二
巻
も
同
様
に
本
文
と
奥
入
は
同
じ
側
近
の
筆
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

六
半
本
の
「
澪
標
」
は
Ｃ
筆
、
「
葵
」
は
Ｆ
筆
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
少
し
六
半
本
本
文
の
筆
を
見
て
お
こ
う
。
「
若
紫
」
「
早
蕨
」
は
同
筆
で
、
今
の
と

こ
ろ
定
家
監
督
本
私
家
集
に
は
同
筆
資
料
を
見
出
せ
ず
に
い
る
が
、
天
理
大
学
附
属
図
書
館

蔵
『
定
家
小
本
』
が
こ
の
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
『
定
家
小
本
』
前
半
の
和
歌
部
は
、
『
古
今

和
歌
六
帖
』
の
歌
を
中
心
と
し
た
和
歌
の
み
が
一
首
三
行
で
並
ぶ
部
分
で
、
定
家
の
『
古

今
和
歌
六
帖
』
へ
の
関
心
の
深
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
『
奥
入
』
の
和
歌
と
も
密
接
で
定
家

の
『
源
氏
物
語
』
へ
の
関
心
も
よ
く
表
れ
、
さ
ら
に
は
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
撰
集
に
も
関

わ
っ
た
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
の
部
の
約
二
〇
丁
の
う
ち
二
丁
裏
の
み
が
定
家
で
他
は

側
近
筆
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
が
六
半
本
「
若
紫
」
「
早
蕨
」
の
筆
で

あ
る
（
【
表
５
】　

こ
れ
を
Ｗ
筆
と
す
る
）
。
な
お
、
こ
れ
と
は
別
の
筆
で
「
真
木
柱
」
と

「
柏
木
」
が
お
そ
ら
く
同
筆
と
思
わ
れ
る
が
（
こ
れ
を
Ｍ
筆
と
す
る
）
、
本
文
の
分
量
も
少

な
く
、
他
に
同
筆
資
料
も
見
出
し
得
て
い
な
い
。
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『
奥
入
』
に
見
え
る
側
近
筆
を
、
残
存
す
る
『
源
氏
物
語
』
本
文
部
分
に
奥
入
部
分
も
加

え
て
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
巻
名
の
下
に
残
存
行
数
・
判
明
す
る
側
近
筆
を
示

し
た
）
。

夕
顔　

（
八
行
）

若
紫　

（
六
行
）　
　
　

本
文
Ｗ
筆

（
葵　

 

本
文
ナ
シ
）　

 　
　
　
　
　
　

奥
入
Ｆ
筆

（
澪
標 

本
文
ナ
シ
） 　
　
　
　
　
　
　

奥
入
Ｃ
筆

蓬
生　

（
五
行
）

松
風　

（
九
行
）　
　
　

本
文
Ｃ
筆　

  

奥
入
Ｃ
筆

玉
鬘　

（
一
行
）

初
音　

（
五
行
）

行
幸　

（
六
行
）

真
木
柱
（
一
二+

二
行
） 

本
文
Ｍ
筆

梅
枝　

（
八
行
）

藤
裏
葉
（
六
行
）

柏
木　

（
一
二+

五
行
） 

本
文
Ｍ
筆

竹
河　

（
七
行
）

早
蕨　

（
六
行
）　
　
　

本
文
Ｗ
筆

蜻
蛉　

（
三
行
）

【
表
5
】

　

以
上
の
よ
う
に
、
残
存
す
る
『
源
氏
物
語
』
本
文
部
分
は
行
数
が
少
な
く
私
家
集
と
の
同

筆
関
係
を
認
定
し
づ
ら
い
も
の
も
多
い
が
、
定
家
監
督
書
写
本
私
家
集
を
多
く
書
写
す
る
Ｃ

筆
に
よ
る
本
文
が
「
松
風
」
に
見
え
、
「
若
紫
」
「
早
蕨
」
の
筆
は
『
定
家
小
本
』
と
一
致

す
る
。
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
み
で
な
く
、
分
量
は
わ
ず
か
な
が
ら
注
の
部
分
に
も
複
数
の

側
近
の
関
与
が
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
定
家
の
監
督
書
写
の
あ
り
方
や
そ
の
意
義
を
示
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
側
近
を
用
い
た
書
写
は
私
家
集
や
そ
れ
に
準
ず
る
資
料
に

限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
ま
た
動
員
し
た
人
々
は
私
家
集
専
属
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
な
く
様
々
な
資
料
を
書
写
し
た
様
子
が
見
え
て
く
る
と
と
も
に
、
定
家
の
『
源
氏
物

語
』
研
究
に
も
側
近
の
書
写
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　

四
、
ま
と
め

　

六
半
本
に
残
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
本
文
は
、
わ
ず
か
な
丁
数
で
各
巻
と
も
巻
末
の
数
行

程
度
で
あ
り
な
が
ら
、
定
家
に
よ
る
訂
正
の
筆
が
多
い
。
「
真
木
柱
」
（
六
一
丁
表
）
な
ど

は
一
一
行
の
本
文
に
七
箇
所
の
訂
正
が
あ
る
。
わ
ず
か
一
面
で
こ
れ
ほ
ど
の
加
筆
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
全
丁
に
わ
た
っ
て
相
当
な
加
筆
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
定
家
監
督

書
写
本
私
家
集
に
お
い
て
も
訂
正
の
筆
は
珍
し
く
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
加
筆
は
見
ら

れ
な
い
。
定
家
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
熱
心
な
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

定
家
の
『
源
氏
物
語
』
へ
の
深
い
探
求
と
熱
意
は
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
な
ど
に
も
見
え
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
詠
作
に
取
り
入
れ
て
い
る
様
子
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
片
桐
洋

一
氏
が
「
定
家
が
『
源
氏
』
五
十
四
帖
を
書
写
し
た
の
は
、
こ
の
元
仁
二
年
の
た
だ
一
回
だ

け
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
し
ま
う
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
」
と
し
て
、
『
明
月
記
』
に
記
述

が
な
く
て
も
、
現
存
本
や
現
存
本
の
書
写
奥
書
な
ど
か
ら
定
家
は
三
代
集
や
『
伊
勢
物
語
』

を
複
数
回
書
写
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
よ
う
に（
７
）

、
『
源
氏
物
語
』
も
複
数
回
書
写
し
た

こ
と
は
何
の
不
思
議
も
な
い
。
定
家
は
私
家
集
の
書
写
に
お
い
て
も
、
同
一
歌
人
の
家
集
で

あ
っ
て
も
多
く
の
歌
を
集
め
る
た
め
に
異
な
る
本
を
求
め
て
書
写
し
て
い
た
様
子
が
、
『
順

集
』
や
『
恵
慶
集
』
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
多
く
の
『
源
氏
物
語
』
を
求

め
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
遠
藤
珠
紀
氏
が
定
家
の
書
状
の



54

分
析
に
よ
っ
て
「
定
家
が
広
く
諸
本
を
求
め
て
い
た（

８
）

」
と
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
む
し
ろ
、
複
数
回
書
写
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

既
に
様
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
定
家
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
写
本
の
六
半
本
と
四

半
本
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
問
題
も
多
い
。
こ
の
四
半
本
が
鎌
倉
期
の
『
源

氏
物
語
』
写
本
と
し
て
異
質
で
あ
る
こ
と
は
様
々
指
摘
が
あ
る
よ
う
に（
９
）

、
現
存
す
る
『
源
氏

物
語
』
の
鎌
倉
期
写
本
は
古
筆
切
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
が
六
半
本
で
あ
る
。
河
内
本
『
源
氏
物

語
』
の
大
き
さ
に
特
異
な
感
じ
を
抱
く
の
と
同
様
、
定
家
の
四
半
本
『
源
氏
物
語
』
は
大
き
さ

こ
そ
河
内
本
よ
り
小
さ
い
が
や
は
り
違
和
感
が
あ
る
。
形
の
違
い
に
は
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る

こ
と
は
認
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
今
そ
の
答
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
以
上
見
て
き
た
こ
と
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
定
家
の
『
源
氏
物
語
』
は
四
半
本

も
六
半
本
も
両
方
と
も
私
家
集
の
書
写
に
関
わ
っ
た
人
物
を
動
員
し
て
定
家
の
監
督
の
下
に

書
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
例
え
ば
定
家
が
自
筆
で
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
情
を
抱
え
た
本
で
は
な
く
側
近
に
書
写
さ
せ
た
も
の
で
良
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
両
本
に
違
い
は
な
く
、
共
通
点
も
ま
た
多
い
と
い
う
こ
と

も
言
え
る
の
で
あ
る
。
四
半
本
も
六
半
本
も
そ
の
書
写
は
『
源
氏
物
語
』
に
閉
じ
た
も
の
で

は
な
く
、
私
家
集
や
そ
の
他
定
家
の
監
督
の
下
に
書
写
さ
れ
た
本
と
し
て
比
較
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
注
〉

（
１
）
中
古
文
学
会
関
西
部
会
編
『
大
島
本
源
氏
物
語
の
再
検
討
』
（
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
九
年
）
の

ほ
か
、
二
〇
一
四
年
度
中
古
文
学
会
春
季
大
会
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
定
家
本
・
青
表
紙

本
『
源
氏
物
語
』
と
は
、
そ
も
そ
も
何
か
？
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
（
『
中
古
文
学
』
九
四
に

収
録
）
。
二
〇
一
五
年
度
中
古
文
学
会
秋
季
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
室
町
戦
国
期
の
『
源
氏

物
語
』
―
本
の
流
通
・
注
の
伝
播
―
」
で
は
、
佐
々
木
孝
浩
氏
に
よ
る
提
言
「
室
町
・
戦
国
期

写
本
と
し
て
の
「
大
島
本
源
氏
物
語
」
」
が
あ
っ
た
。

（
２
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
五
十
八
巻
『
明
月
記
三
』
（
朝
日
新
聞
社
・
一
九
九
八
年
）

（
３
）
原
装
影
印
古
典
籍
覆
製
叢
刊
（
太
田
晶
二
郎
解
題
・
雄
松
堂
書
店
・
一
九
七
六
年
）

（
４
）『
王
朝
の
雅
び
千
年
―
物
語
文
学
の
世
界
―
』（
徳
川
美
術
館
・
二
〇
〇
四
年
一
一
月
）

（
５
）
側
近
筆
を
区
別
す
る
た
め
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
本
稿
の
も
と
と
な
っ
た
口
頭
発
表
に
お
け
る

資
料
に
合
わ
せ
た
記
号
を
用
い
た
。
（
「
定
家
監
督
書
写
本
私
家
集
の
周
辺
」
〈
和
歌
文
学
会

関
西
一
二
月
例
会
・
二
〇
一
三
年
一
二
月
七
日
・
大
阪
府
立
大
学
〉
、
「
藤
原
定
家
の
和
歌
研

究
と
監
督
書
写
」
〈
和
歌
文
学
会
第
六
〇
回
大
会
・
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
九
日
・
青
山
学
院

大
学
〉
）

（
６
）
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
『
奥
入 

原
中
最
秘
抄
』
（
池
田
利
夫
解
説
・
貴
重
本
刊
行
会
・

一
九
八
五
年
）
。
『
複
刻
日
本
古
典
文
学
館 

第
一
期 

奥
入
』
（
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
・

一
九
七
一
年
）
に
複
製
本
が
あ
る
。

（
７
）
片
桐
洋
一
「
も
う
一
つ
の
定
家
本
『
源
氏
物
語
』
」
（
『
源
氏
物
語
以
前
』
笠
間
書
院
・

二
〇
〇
一
年
、
『
中
古
文
学
』
二
六
・
一
九
七
八
年
一
〇
月
初
出
）

（
８
）
遠
藤
珠
紀
「
嘉
禄
年
中
の
藤
原
定
家
―
『
明
月
記
』
嘉
禄
二
年
記
紙
背
文
書
を
通
し
て
」
（
『
明

月
記
研
究
』
一
〇
・
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）

（
９
）
加
藤
洋
介
「
青
表
紙
本
源
氏
物
語
目
移
り
攷
」
（
『
国
語
国
文
』
七
〇-

八
・
二
〇
〇
一
年
八

月
）
、
佐
々
木
孝
治
「
二
つ
の
定
家
本
源
氏
物
語
の
再
検
討
―
「
大
島
本
」
と
い
う
窓
か
ら
二

種
の
奥
入
に
及
ぶ
―
」
（
中
古
文
学
会
関
西
部
会
編
『
大
島
本
源
氏
物
語
の
再
検
討
』
和
泉
書

院
・
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
和
歌
文
学
会
関
西
一
二
月
例
会
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
七
日
・
大
阪
府
立
大
学
）

に
お
け
る
口
頭
発
表
「
定
家
監
督
書
写
本
私
家
集
の
周
辺
」
、
お
よ
び
和
歌
文
学
会
第
六
〇
回
大
会

（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
九
日
・
青
山
学
院
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
藤
原
定
家
の
和
歌
研
究
と

監
督
書
写
」
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ

Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（25770089

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。


